

































































































































トラリア、湾岸協力会議（中東・アラビア湾岸地域における地域協力機構、「Cooperation Council for 
























































































年5月に、プーチン露大統領はアジア相互協力信頼醸成措置会議（Conference on Interaction and 

































































































































































































































持続可能な開発のための2030アジェンダ（Transforming Our World: 2030 Agenda for Sustainable 
Development）」の実現に向けた行動計画を作成した。初めてアフリカと後発開発途上国の工業化を
支援するための共同参画を行った。杭州G20直後に、中国は「持続可能な開発のための2030アジェン
ダ（中国版）」を発表した。
注11）
四、ま と め
　経済外交は経済と外交の融合である。1970年代末から今日に至って、中国経済外交は参入型から、参
加型、参画型を経て、主導型に発展してきた。特に2008年以降は、中国は主導型経済外交を積極的に行っ
てきた。今日、いわゆる「米中貿易摩擦」が続くなか、中国は貿易保護主義に対抗するために、より積
極的に二国間・多国間交渉に基づく自由貿易協定の締結と発効に取り組んでいる。中国経済外交の今後
の行方にも目を離せない。
2008年以降の中国経済外交戦略について 23
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